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The area developed in the first phase within The Garden 
City MAITAMON Project is named MITSUIKE. The 
MITSUIKE project is a residential development project 
that has been implemented through collaboration between 
KDU, UR and the residents.  
The town planning methods employed by the MITSUIKE 
Project which introduced the group application system were 
also applied to implement the MITSUIKE Minami Project 
(for a total of 82 lots). The KDU provided continued support 
in specialized fields such as “spatialdesign” (housing, 
greening, etc.), “community development,” and 
“management” (the establishment of rules and the 
formation of organizations). Such support helped realize 
stable and sustainable town planning and an 
autonomous,sustainable community development. 
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　2010年 3月 12日には、 UR 都市機構の関係者、こど
もコミュニティケアの代表、本学教員による絵本コン
ペ審査会が開催され、審査の結果１作品「ちいさなき










































　2010年 10月 13日～ 18日、神戸芸術工科大学ギャ
ラリーセレンディップにて、絵本『ちいさなきとはじ
まりのまち』の原画展が開催された。絵本の原画やワー
クショップ映像、実際に作成した動物のオブジェを展
示するなど、いままでの活動の歩みをたどる展示が行
われた。この展示は企画段階から制作・展示にいたる
まで絵本の作成に携わった学生と教員を中心に行われ
た。( 図 3)
　この展示と同時進行で「ガーデンシティ舞多聞展」と
称した神戸芸術工科大学のまちづくり活動の 10年の
歩みをたどる企画展示も行われた。2001年から神戸
芸術工科大学がガーデンシティ舞多聞のまちづくりに
深く関わった「スペースデザイン」、「コミュニティデザ
イン」、「コミュニティマネジメント」の歴史をパネルに
まとめて展示し、加えてこの 10年のまちづくり活動
の拠点として数多くのスタッフが作業した「齊木研究
室」の空間を再現して臨場感あふれる展示を行ってい
る。このような試みはやはり 10年継続して地域と密
着しながらまちづくり活動を行ってきたからこそ実現
した企画展示だと言える。
　また展示会場では、齊木学長をコーディネーターと
して、舞多聞みついけエリアの住民や事業主である都
市機構をパネリストとして、トークセッションが開催
された。まちづくりの苦労話や思い出話に花が咲き、
なかでも住む前からコミュニティを形成することの大
切さ、また自然に囲まれて暮らすことの快適さなど活
発な発言があった。より魅力的なまちづくりを目指
して住民と共にまちづくりを進めていく上で、意義が
あったと言える。( 図 4,5)
3 まとめ
　神戸芸術工科大学では、ガーデンシティ舞多聞とい
う大規模な自然住宅地を対象に、①自然と共存する豊
かな住まい、②価値観を共有するコミュニティの形
成・自立・技術支援プログラム、③地域コミュニティ
への情報発信、を目指したコミュニティワークショッ
プを開催し、コミュニティや空間の質を持続させるた
めのマネジメントを実践的に行ってきた。
　その内容は多岐にわたり建築計画、アートワーク
ショップ、絵本づくりなど神戸芸術工科大学の「芸術
工学」の理念を実践的な研究において追求することが
できたことは学生ばかりでなく我々教員にとっても貴
重な体験であった。
　今後も継続的にこのようなまちづくり活動を実施し
てくことは地域にとっても本学にとっても有効な実践
的研究であると言える。
